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過 去 の 出 題 実 績

出 題 予 想

ワ ン ポ イ ン ト 講 義



まずは出題頻度の高い論
点から潰していこう！

・・・注意論点・・・
・特殊商品販売
・返品権付き販売、商品券
・ソフトウェア
・退職給付引当金
・外貨建て取引
・会計上の変更・誤謬の訂正
・自己株式
・デリバティブ取引
・連結会計（包括利益）

ここから
出てる

この辺は要注意！
危ないぞ！

・・・注意論点・・・
・収益認識
・連結会計（退職給付）
・連結会計（組織再編）
・キャッシュ・フロー計算書
・会計上の変更・誤謬の訂正
・税効果会計

ここから
出てる



前回、連結会計は出題なし。
連続出題なしは8年前！
気になる連結C/F計算書

・・・注意論点・・・
・特殊商品販売
・返品権付き販売、商品券
・ソフトウェア
・退職給付引当金
・外貨建て取引
・会計上の変更・誤謬の訂正
・自己株式
・デリバティブ取引
・連結会計（包括利益）
・連結会計（退職給付）
・連結会計（組織再編）
・キャッシュ・フロー計算書
・税効果会計

ここから
出てる

ワンポイント講義へ

連結キャッシュ・フロー計算書

とおるテキストⅡ18-28

ワンポイント講義



連結キャッシュ・フロー計算書

とおるテキストⅡ18-28

ワンポイント講義

営業活動

投資活動

財務活動

過去問114回







ご清聴ありがとうございます
次は工原いきましょう！
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工業簿記の傾向

原価計算の傾向



 複雑な計算を求めるよりも、計算の本質や資料の読解力を試す問題が増えている印象。

 工業簿記は最近出題されていない部門別計算と費目別計算が気になるところ。

 原価計算は意思決定に絡む内容（最適セールス・ミックスも意思決定の一種と考えること

もできる）の出題が怪しいところ。問題文から状況を正しく読み取る力が求められる。

工業簿記・原価計算の

きになるポイント

部門別計算

ワンポイント講義



部門別計算で気にすべきこと

補助部門同士の用役授受を考慮するか否か

直接配賦法 階梯式配賦法 相互配賦法

用役授受 すべて無視 一部考慮 すべて考慮

計算の正確性 低 高

単一基準配賦法 複数基準配賦法

しない する

or

or

変動費と固定費を別々に配賦するか否か

変動費と固定費の区別

実際配賦か予定配賦か

製品
(仕掛品勘定)

製造部門補助部門

実際配賦 or 予定配賦実際配賦 or 予定配賦

(補助部門費の)実際配賦の欠点

補助部門費の実際配賦には、「補助部門費の集計が終わらないと配賦計算ができない」という
計算の遅延のほか、次のような欠点がある。

例 当工場には、第１・第２製造部と補助部門として修繕部門を設けている。
の修繕部門費の実際発生額と、各製造部門の実際修繕時間は次のとおりであった。８月

修繕部門費実際発生額： 10,000円

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 60時間

修繕部門費
10,000円

第１製造部への配賦額

第２製造部への配賦額

40時間

60時間10,000時間
40時間＋60時間

＝＠100円

4,000円

6,000円

(８月の配賦額)

９月

10時間

10時間10,000時間
40時間＋10時間

＝＠200円 2,000円

8,000円

なぜ第１製造部への配賦額が変わるのか…！？

第１製造部の修繕時間は８月から不変



(補助部門費の)実際配賦の欠点

補助部門費を実際配賦すると

他部門の消費量によって、
自分の部門への配賦額が変わる場合がある。

※配賦された金額で原価責任を負わされる場合、
到底、納得できる計算方法とはいえない。

予定配賦にすれば、先ほどの問題は解決

先ほどの例の問題点は、予定配賦によって解決することが可能。

例 当工場には、第１・第２製造部と補助部門として修繕部門を設けている。
修繕部門費は実際修繕時間を基準に予定配賦率100円／時間を使って、各製造部門に予定配賦
している。８月・９月の各製造部門の実際修繕時間は次のとおりであった。

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 60時間【８月】

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 10時間【９月】

８月 第１製造部：40時間×＠100円＝ 4,000円

第２製造部：60時間×＠100円＝ 6,000円

９月 第１製造部：40時間×＠100円＝ 4,000円

第２製造部：10時間×＠100円＝ 1,000円

８月・９月で修繕時間が同じ
第１製造部門への配賦額が
同額になる



変動費と固定費

実際修繕時間が減ると、修繕部門費も減るはずだが、減少するのは主として変動費部分のみ。
固定費が存在するために、他の部門が自部門への配賦額に影響を与えてしまう。

例 当工場には、第１・第２製造部と補助部門として修繕部門を設けている。
の修繕部門費の実際発生額と、各製造部門の実際修繕時間は次のとおりであった。８月

修繕部門費実際発生額： 10,000円

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 60時間

（内訳： ）変動費 2,000円、 固定費 8,000円

８月 10,000円
40時間＋60時間

＝＠100円
第１製造部：4,000円

第２製造部：6,000円

10時間

９月

変動費 1,000円

※総実際修繕時間が半減(100時間→50時間)すると、変動費も半減(2,000円→1,000円)するはず

９月 9,000円
40時間＋10時間

＝＠180円

9,000円

第１製造部：7,200円

第２製造部：1,800円

予定配賦では解決できない単一基準配賦法の問題

固定費の存在は、単一基準配賦法により変動費・固定費を１つの予定配賦率にまとめてしまう予定配賦
により、新たな問題を生じさせてしまう。

例 当工場には、第１・第２製造部と補助部門として修繕部門を設けている。
修繕部門費は実際修繕時間を基準に予定配賦率100円／時間を使って、各製造部門に予定配賦
している。８月・９月の各製造部門の実際修繕時間は次のとおりであった。

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 60時間【８月】

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 10時間【９月】

なお、予定配賦率は基準操業度100時間における変動費予算4,000円、固定費予算6,000円に
基づいて計算されたものである。

８月 第１製造部：40時間×＠100円＝ 4,000円

第２製造部：60時間×＠100円＝ 6,000円

９月 第１製造部：40時間×＠100円＝ 4,000円

第２製造部：10時間×＠100円＝ 1,000円

単一基準配賦法における予定配賦額（再掲）

９月の製造部門への配賦額合計は5,000円だが、
修繕部のコストは9,000円だったはず…？



固定費
8,000円

図にして考えてみると…

金額

50時間
(９月)

100時間
(８月)

固定費
8,000円

変動費
1,000円

変動費
2,000円

操業度

本当の修繕部門費は変動費と固定費から構成されているはずだが…

図にして考えてみると…

金額

50時間
(９月)

100時間
(８月)

修繕
部門費
9,000円

修繕
部門費
10,000円

操業度

単一基準配賦法では、変動費・固定費の性質が無視される。

【基準操業度】

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10,000円

第１製造部
4,000円
(40時間)

第２製造部
6,000円
(60時間)

第１製造部
4,000円
(40時間)

第２製造部 10時間

予定配賦額
1,000円
(10時間)

？

9,000円

配賦漏れ
4,000円



図にして考えてみると…

金額

50時間
(９月)

100時間
(８月)

修繕
部門費
9,000円

修繕
部門費
10,000円

操業度

【基準操業度】

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10時間

10,000円

第２部門
6,000円
(60時間)

第１部門
4,000円
(40時間)

予定配賦額
1,000円
(10時間)

配賦漏れ
4,000円

9,000円

第１製造部
4,000円
(40時間)

第２製造部
固定費
8,000円

変動費
2,000円

固定費のせいによる
配賦漏れ

操業度差異

固定費率＠80円

＠80円×(50時間−100時間)

図にして考えてみると…

金額

実際操業度
50時間

基準操業度
100時間

操業度

固定費
8,000円固定費のせいによる

配賦漏れ

操業度差異

固定費率＠80円

＠80円×(50時間−100時間)

ただし、補助部門の固定費は補助部門の能力維持のために

生じる性質のものが多く、その原因を突き詰めると、

「(主に)製造部からのリクエスト」に依存する。

そのため、リクエストに応じて準備した結果生じた

固定費が配賦漏れとなってしまうのは、補助部門から

すると、納得いかないものである。

製造部門のリクエストに答えられるように人員を増やしたのに…



複数基準配賦法のイメージ

固定費は通常、（主に）製造部への用役提供を不足無く行うための準備や維持にかかるコストであるため、
（主に）製造部の用役消費能力(提供能力)を基準に配賦するのが合理的。

例 当工場には、第１・第２製造部と補助部門として修繕部門を設けている。
９月の修繕部門費実際発生額と、各部門の実際修繕時間・用役消費能力は次のとおりであった。

修繕部門費実際発生額： 9,000円

第１製造部実際修繕時間： 40時間 第２製造部実際修繕時間： 60時間

（内訳： ）変動費 1,000円、 固定費 8,000円

第１製造部用役消費能力： 80時間 第２製造部用役消費能力： 80時間

変動費 1,000円
40時間＋60時間

＝＠10円
第１製造部： 400円

第２製造部： 600円

固定費 8,000円
80時間＋80時間

＝＠50円
第１製造部：4,000円

第２製造部：4,000円

第１製造部
配賦額
4,400円

第２製造部
配賦額
4,600円固定費がすべて製造部門に配賦されている

配賦漏れが無い＝操業度差異が生じない

まとめ

部門別計算の対策にあたって…

① 部門別計算には、切り口によって様々な計算方法があり、その中の組み合わせのどれかが
出題される。今、自分がやっている計算がどの計算の組み合わせなのか、迷子にならない
ようにしよう。

② 部門別計算は「製造間接費の配賦をより適切に行うため」という側面のほか、「各部門
（部署／担当者）の原価責任を明確にするため」という側面もある。自分がその部門の責
任者だったら、どのように考えるのかを意識することも大切。

③ 部門別計算は、製品原価計算の３つのステップのちょうど中間。それ故に、前後の計算と
組み合わせて出題される可能性もある。費目別計算の結果との関係性や、部門別計算の結
果がどのように製品原価計算に反映されるのかも確認しておこう。

最近の日商簿記検定１級の工業簿記・原価計算の問題を見ていると、「複雑な計算」
ができることよりも、「どうして、そんな計算をするのか（⇔どうして、そんな計算
はしないのか）」や、「計算した結果が何を意味するのか」を理解しているかが問わ
れている傾向が強い。部門別計算でも、その点を意識して復習しておこう！



et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会直前期の過ごし方

現時点で過去問題や予想問題などを
解いたときの点数は？

70点以上とれている

50～60点台で推移している

40点台くらいが精一杯

40点を下回ることが多い

まだ解いたことがない

et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会

あなたは何タイプ？

1または2と
お答えの方

3・4・5と
お答えの方

まだまだ諦めるな

一発逆転！タイプ

合格に向けて一直線

この調子！タイプ

直前期の過ごし方
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Ｎ
Ｓ予想大会

合格に向けて一直線 この調子！タイプ

直前期の過ごし方

11/16１Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ

本

試

験

時間内に

８割目指そう

とにかく８割を

目指そう

時間を計ってチャ
レンジしてみよう

予想模試第１予想
→第３予想

第１予想～
ウラ予想まで

今まで解いた
問題の

最終チェック!!

予想模試第１予想
→ウラ予想

予想模試第１予想
→ウラ予想

通勤時間などの移動時間を利用して、テキスト（特に商会）をしっかり確認！

問題が解けるようになった関連する過去問にもチャレンジ
してみよう！

「講師が選んだ過去問題集2025年」より

商業簿記/会計学 第１部 ２回・３回・５回
工業簿記/原価計算 第１部 ３回・５回・８回
をバッチリ仕上げてみよう！

et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会まだまだ諦めるな 一発逆転！タイプ

直前期の過ごし方

11/16１Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ

本

試

験

時間内に合格点を
目指そう

とにかく７割を

目指そう
まずは解いてみる

予想模試第１予想
→第２予想

今まで解いた
問題を最後に
チェック
しておこう

予想模試第１予想
→第３予想

予想模試第１予想
→ウラ予想

予想模試の解説ページを読んでも理解できない部分は、基
礎が怪しい可能性大。テキスト確認で基本論点は押さえて
おこう！（基本の復習を恐れないで！）

誰でも解ける過去問題集のヨコ解きで実力を固めよう！



et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会

時間のない方・・・スキマ時間で商会！！
(仕訳と理論の復習はスキマ時間に最適)

標 準・・・時間を計って予想模試×３回

時間のある方・・・予想模試→過去問で総仕上げ
(指示や条件が変わっても解けるように)

直前期の過ごし方




